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 「やっと、帰れるっちな」「おうよ。そのニュースは嬉しかったなァ」「だから。ど

んな順番でもいいだからよ、一度は家もみてぇよな」「おうよ」「島はどんなだかし」

「どんなになってもよー、そっから出発するしかねぇだからよ」「だから。島はみん

なのもんだじょなー」 
 

■みんなの声 

(1) 豊洲 風のたより 

  一時帰島が決まり、元気が出ました。火山ガスが治まり、全員帰島が一日も早く 

かなうことを願っています。 詩、送ります。 

       今、ここで、帰る気持ちを失わず 

            ささえて過ごす それぞれの言葉 

        野、山に幸あり 海に幸あり 

            心の絆 ふる里に有り 

        江東区豊洲５丁目海のそば 

            貨物船とゆりかもめがよく見える 
（豊洲 風のたより より） 

(2) 出会いを楽しむ会 

 6月10日(日)第6回目の「出会いを楽

しむ会」をしました。参加者は12名で

した。“わかやか体操”、“伊豆の踊り

子”“ぼけない音頭”と体を動かしたり、

歌ったりしました。“ぼけない音頭”は

長谷川久子さんが歌詞カードを用意して

くれたのです。今回も、初参加の人が来て

皆で喜びました。最後は即興で島節です。 

 ♪五月六月あじさい盛り 

      早く帰って花みたい 

 ♪こんなに恋しい三宅の島よ 

      雄山の煙よいつ止まる 

など、それぞれの思いを歌っていました。 

 次回の「出会いを楽しむ会」は6月24

日です。この日は、大妻女子大の茶道部

の方たちに呈茶のお誘いを受けています。 
 

 日時：6月24日(日)13:00～16:00 

 場所：八王子市南大沢福祉センター 
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愉快な大道芸がいっぱい東京ファミリーシアター2001 

｢若駒芸能一座東京公演｣に三宅島民をご招待 
 

 日本に古くから伝わっている芸能、各地の芸能を中心に上演いたします。小さなお子さん

から大人まで知らないもの同士が手を打ち、かけ声かけて一緒に楽しめる舞台です。受付にて

「みやけの風」を見ましたと告げてください。チケットをお渡しいたします。 
 

  日 時：6月18日(月) 10:30～1:30、13:30～14:30、19:00～20:00 

  会 場：東京芸術劇場小ホール(JR／地下鉄／東武東上線池袋駅西口から徒歩5分) 

  お問い合わせ：090-1718-4670(藤堂) 
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日にち 時 間 場 所 内 容 問い合わせ先 

6月23日(土) 
開場：13:00

開演：14:00

 
東京女学館 
記念講堂 
 
渋谷区広尾 
3-7-16 

世界各地で、ハープの演
奏を通じてミュージック
セラピーなどの社会活動
を行っている、池田千鶴
子さんのチャリティーコ
ンサート「池田千鶴子ハ
ープ＆トーク」にご招待

東京女学館中学・高等学校
(担当：橋本) 

Tel:03-3400-0861 
大人3,000円のところ無料
（三宅島島民の方は、受付で
島民と告げてください） 

 7月は会場の都合でお休みし、8月は4

日(第1土曜日)、18日(第3土曜日)です。 

時間はいずれも、9:00～12:00。どな

たでも参加できますので、お気軽にお寄

りください。      (八王子市 鈴木 則

子) 

 

(3) ふれあいいきいきサロン あしたば 

「みんなで楽しい時間をつくりませんか」 

 こんな呼びかけで、ふれあい いきいき

サロン「あしたば」（港南３丁目アパート 

自治会集会室）に集まっています。 

 第１回目は、６月１０日に開かれました。

島節のリレーで始まり、ご高齢の方々の唄

にあわせて、子供さんに浴衣を借りて、浴

衣を着て来てくれた津村さんを中心に、踊

りの輪も出来ました。唄い手、踊り手とそ

れぞれが楽しみました。差し入れの枇杷を、

みんなで囲んで、それを味わい、喉を潤わ

せながら話に花を咲かせ、彩りを添えて盛

り上がりました。その後、鈴木先生の指体

操が、始まって・・・・参加した１１名が、

みんな大喜び。それは楽しいひとときでし

た。「次回もまた唄がいいやー」との声が

ありました。 

 都会での避難生活で、なかなか外出もまま

ならない、何もすることがないと言うご高齢の

方々、日頃外へ出る機会の少ない方々等が、

何かやることはないだろうか、やれることはない

だろうかと考えていました。港区の社会福祉協

議会へ相談しましたところ、今回このいき

いき「サロンあしたば」の開設にご支援を

頂ける運びとなりました。型にはまらない

で、気軽に誰もが集まれる場所として定着

出来たらいいと思っています。 

唄って踊って、何かをつくって、おしゃべり

をして、自分たちの持っている、得意技のお披

露目の場、お知恵拝借等々何でも有りです。

失いつつある、季節感をさりげなく取り入れな

がら、雰囲気を盛り上げるお手伝いを、港南三

宅会の数名で担当してもらって、自由で手作り

の「サロンあしたば」を出発したいと思います。 

今のところは月２回を予定しています。

今後は月１回あじさいの里の健康教室も

ありますので、これから徐々に連携を図

りながら、みんなの参加しやすい方法を

考えていきたいと思っています。   

      （港区港南三宅会 早川 マス子） 

 

(4) 第 54 回東京都島嶼青年大会に参加 

今年は三宅島で行われるはずでしたが、

今の状況の中、他島の方々の応援により都

内でボーリング、バレーボール、軟式野球

の 3 種目をとおしてそれぞれの島どうし

が楽しく競い合いました。 

講演会では宇宙飛行士の秋山豊寛さんの

お話もあり、盛りだくさんの一日でした。 

そんな一日の中でたくさんの他の島の方々が

「三宅がんばれ！」と声を掛けてくれました。   
初めて会う者同志なのに本当に心配し応援

して頂いて何か心強くて嬉しい気持ちでいっ

ぱいになりました。 
この気持ちをいつまでも忘れずに他の島

の方々とももっと交流が出来たらと思いま

した。温かい気持ちをたくさん頂いた一日

でした。 
 (東京センター 坂上 幸一郎)

 
 
 
 
 


